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オールジャパン型産学連携による
ナノセラミック分離膜技術の事業化と産業変革
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化学産業の風景

化学プロセスにイノベーションを起こす

1. 事業・技術背景（1）：社会的ニーズ
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1. 事業・技術背景（2）：目指している方向性



1.  事業・技術背景（3）：分離プロセス比較（膜プロセスに注目）

膜透過性向上により弊社にて大幅改善
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分離対象サイズ比較

技術ニーズに応えるためには細孔径1nm以下の超精密制御が必要

1.  事業・技術背景（4） ：要求される技術
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NEDO 技術戦略研究センター作成資料(2016) 抜粋

NEDO技術戦略研究センター作成資料（TSC Foresight vol.14, 2016年12月）抜粋

ナノ多孔性分離膜の開発動向（特許・論文数推移）
＊ゼオライト膜・シリカ膜特許・論文数は多い

一方で、特にシリカ系分離膜については事業化できて
いない（製造技術の高度化が不十分である）状況だった
【＠弊社創業時期】

企業重点内容

連携大学担当内容

無機分離膜（ナノ多孔性分離膜）メーカー

eSepはシリカ系分離膜事業化に注力

1.  事業・技術背景（5）：研究開発動向①



7777

ゼオライト膜では対応困難だった分離を中心にシリカ系分離膜で展開

7777中性（pH=7）酸性 アルカリ性

細孔径

1 nm

2 nm

0.5 nm

・ナノろ過
・機能性分離膜の基盤利用

ゼオライト膜

シリカ膜

・溶剤脱水
・ガス分離

・溶剤脱水
・ガス分離

有機-無機ハイブリッド
シリカ膜

シリカ系分離膜
については

eSep自社製造

分離膜の適用範囲が大きく拡張

1.  事業・技術背景（6）：研究開発動向②
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ナノセラミック分離膜の開発とエネルギー・化学産業への展開

現在
位置

（リスクの少ない）
小口ユーザー
中心

大口ユーザー
＊化学産業の分野では、最低5〜10年の実証（保証）が
ないと新技術は採用されない

（万一の場合、後段のプロセスへも影響を及ぼすため）

（落とし穴）
化学産業の場合は効率よりも安全・実績重視
→新技術を既存化学プロセスに組込む場合、一般に最低5〜10年の実証・保証が必要

ハイテク
オタク

ビジョン
先行派

価格と品質
重視派

（実利主義者）

みんなが
使っている
から派

ハイテク嫌い

＊ジェフリー・ムーア
「キャズム理論」を参考

1. 事業・技術背景（7）：市場動向①
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水素燃料関連の国内市場： 出典：富士経済

1. 事業・技術背景（8）：市場動向②

水素社会到来によるビジネスチャンス拡大

（＊世界全体で40兆円弱）



【イーセップ株式会社】

ミッション：簡易、エコ、高効率な分離で顧客ニッコリ
事業内容：膜分離システムの設計、開発、販売
（注力内容）ナノ多孔性セラミック分離膜の活用と次世代型化学プロセスの開発
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2.  イーセップ（eSep）紹介①：概要

【会社情報（2020年11月現在）】
創業:2013年10月
社内メンバー19名+ 連携メンバー
資本金：7,050万円
活動拠点：
・けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK） 106・107・108・109・別棟
・京都市成長産業創造センター 302・502室
・産学連携拠点（京都大学桂ベンチャープラザ内、広島大学産学連携センター内）

＜出資者例＞
・日本ベンチャーキャピタル（株）
・中信ベンチャーキャピタル（株）
・三菱UFJキャピタル（株）
・フューチャーベンチャーキャピタル（株）



支持管（原料）購入
細孔径1〜10μm
(1,000〜10,000 nm)

（大学等研究開発連携）

中信ベンチャーキャピタル株式会社

（支援機関）

ナノ多孔性分離膜
eSep-nanoシリーズ
細孔径：〜10  nm
・溶剤分離
（事業化段階）

・新規ガス分離
（H2, CO2など）
（R&D）

（ユーザー）
エンジ会社
化学会社

販売

（連携商社）
三立化成
株式会社
（CVC）

拡販

開発支援成功対価還元

仕入れ 製品化

（ベンチャーキャピタル）

表面処理・分離機能付与

事業化資金
キャピタルゲイン

事業化支援

事業連携

＊基本スタンス：産学連携のオープンイノベーションにより分離膜事業を推進

・膜量産体制の構築
・各種実証試験の加速

【現在の注力内容】

2. イーセップ（eSep）紹介（2）：事業体制
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役職 氏名 略歴

CEO兼CTO 澤村健一 ・早稲田大学大学院理工学研究科応用化学専攻 博士後期課程修了
・早稲田大学先進理工学部応用化学科 助手
・日立造船株式会社
・イーセップ株式会社創業・設立
＊博士（工学）

CFO 熊木実 ・東京大学農学部卒
・あずさ監査法人シニアマネジャー
・熊木公認会計士事務所（現職兼務）
＊公認会計士

COO 五ノ井浩二 ・東北大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了
・株式会社明電舎
・MEIDEN AMERICA, INC.

技術開発センター長
（産学連携責任者）

戸所義博 ・京都大学大学院電気工学研究科修士課程修了
・松下電器産業株式会社
・奈良先端科学技術大学院大学産官学連携本部特任教授
・大阪大学産業科学研究所 特任教授
＊工学博士

知的財産管理責任者 岡本茂 ・東京工業大学大学院理工学研究科物理学専攻博士後期課程修了
・松下電器産業株式会社
・奈良先端科学技術大学院大学産学連携推進本部
・大阪大学大学院工学研究科高度人材育成センター
＊理学博士
＊一級知財管理技能士（特許専門業務）

上記他、技術開発：7名、製造：3名、管理：4名
＜内、博士6名、外国人2名＞

2. イーセップ（eSep）紹介（3）：社内メンバー（抜粋） ＊現在合計19人
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膜細孔径制御技術（脱水・溶剤分離用途）は大学との共同開発により事業化段階

3. eSep事業進捗（1）：ナノ多孔性セラミック分離膜（素材開発）シーズ技術例①
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【eSepへの独占ライセンス例】
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1～10nmの貫通孔 

融合

将来必要とされる新規ガス（水素）分離膜は大学と共同で開発中

ナノ多孔質分離膜技術

機能性分子・金属
（Pd, Ag, Coなど）複合化

出願番号 出願日 発明の名称 出願人

特願2018-102413 平成30年5月29日 CO2膜分離方法 イーセップ株式会社

特願2018-99964 平成30年5月24日 ナノ多孔性膜の細孔径分布測定方法および装置 イーセップ株式会社

特願2017-91463 平成29年4月12日 炭酸ガス吸収材料およびその製造方法 イーセップ株式会社

特願2017-43280 平成29年2月17日 複合シリカ膜およびその製造方法 国立大学法人大阪大学、イーセップ株式会社

3. eSep事業進捗（2）：ナノ多孔性セラミック分離膜（素材開発）シーズ技術例②
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（動力）

化学反応と分離の統合
による小型化

①排熱利用による水素抽出

②ナノセラミック分離膜による

水素分離・精製

③水素利用による動力生成

水素キャリア
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ラボ試験 実証試験 実機導⼊ 実運転
顧客企業

実証試験
（ベンチ・パイロット）

エンジニアリング 安定運転⽀援条件最適化

試験委託費
試験報告書

試験委託費
試験報告書

購⼊費
設計費
⼀時⾦
他

製品

ロイヤリティ
他 安定運転

⽀援

採算性評価

システムシミュレーション*
（最適運転条件、最適膜本数他）

性能評価試験
（透過性能、分離性能、耐久性）

最適膜選定、最適膜開発

分離膜*

システム*

モジュール*

周辺設備*

関連部材*

プロジェクトマネジメント

設備⽴上げ事業化FS
（固定費・変動費・概算⾒積）

設備⽴上げ

分離膜交換

モジュールメンテナンス
イ
"
セ
$
プ
の
取
り
組
み

知財・ノウハウ

開発・技術・エンジニアリングチーム

開発インフラ（ラボ、実証機*、各種分析評価機器*）

＊：イーセップ販売製品

3. eSep事業進捗（4）：膜エンジニアリング（事業化）
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3. eSep事業進捗（5）：ナノ多孔性セラミック分離膜（膜量産化）

保証範囲検討
膜モジュール化

基礎開発
完了

製品化
サンプル出荷

本格販売・
事業拡大

【現段階】

【量産用製膜装置】

膜長さ

3-10cm

長期実証
膜量産化

製造能力（自動化）

: 2,000本以上/月構築中

＊短期実証（3ヶ月程度）
の完了したものから
段階的に販売

膜長さ40cm（標準品）
製造能力（手動式）
: Max200本/月

＊上記装置イーメージは

三菱ケミカル様HPより引用

【2013-2015年】 【2015-2018年】 【2019-2021年】 【2021〜】


